
岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 第 7号 2021年 

46 

 

【実践報告】 

オンライン授業による地域体験実習の試み 

医学科１年生が地域の人と交流し，地域のことを知る 

 

川上 ちひろ 1）2），今福 輪太郎 2），早川 佳穂 2），恒川 幸司 2）， 

牛越 博昭 3），西城 卓也 2） 

1）岐阜大学教育推進・学生支援機構 

2）岐阜大学医学教育開発研究センター 

3）岐阜大学医学部附属地域医療医学センター 

 

要旨 

 本論文は，2020年度に実施した岐阜大学医学部医学科 1年生の地域体験実習の実践報告

である。2007 年度から地域の人々と対面でのコミュニケーションを介して交流を主とした

授業であったが，2020 年度の新型コロナウイルス感染症拡大により，オンライン授業での

実施へと変更した。 

 対面での授業とは異なり変更せざるを得ないことが多くあったが，Microsoft Teams®

を非同期型の学習に，Zoom®を同期型の学習に利用し，両者を組み合わせることなどでオ

ンライン授業でも実施可能であることがわかった。 

ICT を活用した際に従来の教授方略や学習方略にどのような影響を与えたかを評価する

SAMRモデルでは，この地域体験実習は A（Augmentation：拡大）のレベルであったと評

価できた。 

 

キーワード：地域の人々，コミュニケーション，医学科，オンライン授業，フォトボイス 

 

 

１．はじめに 

  

地域体験実習は 2007年度に有志学生が参加した試行的実践から開始し，その後 2008年

度から岐阜大学医学部医学科 1年生後期の正式な授業としてカリキュラムに組み込まれた。

授業を開始した当初から，「シニア世代・子育て世代・保育園児（この授業ではこれらをパ

ートナーと統一する）」という地域で生活をする様々な世代の人々と，学生が直接出会い，

継続的なコミュニケーションを試みることがメインの授業であった 1）。学生は将来医療者

として対応することになる患者の視点や生活スタイル，価値観などを深く理解する基礎を
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築くために，この地域体験実習では継続的なコミュニケーションを主体的に行うことが求

められている。また，学生は毎回のコミュニケーション実習の後に学びや気づきを e-

portfolio で言語化し，こうした実習後の学生と教員とのやりとりにより，深い学びが促さ

れていった 2）3）。このような方法によって，学生はコミュニケーション実習を通じて言語・

非言語コミュニケーションの難しさと喜びを体感し，人間関係構築の流れを体験していた。

さらに医療者の役割の重要性を認識するなどの学びや気づきも得ていることがわかった。 

 しかし 2020年度は，新型コロナウイルス感染症（COVID－19）の世界的な流行により，

学生が集合したうえでさらにパートナーと直接出会うという，対面による授業や実習の実

施が困難となった。この授業は地域の人々と直接コミュニケーションをとることがメイン

であるが，直接交流することで COVID－19の感染を拡大させる可能性がある。そのため，

学生のみが参加するオリエンテーションは対面で実施し，それ以降のパートナーとの交流

はすべてオンライン授業で実施できるように授業内容や実施方法などを変更することとし

た。 

本稿では，地域体験実習におけるオンライン授業の工夫や実施の様子をまとめる。 

 

２．授業の概要 

 

これまでの対面授業による地域体験実習 

 この授業は 1年生の後期に設定されており，10月から毎週木曜日の午前中の 2コマで，

8週間続けて行われている。 

医学生が地域における乳幼児，子育て中の母親や妊婦，シニア世代の方々の 3 つの世代

のパートナーと，6 週間（1 週目にオリエンテーション，8 週目にまとめの会があるため，

授業数は計で 8 回となる）にわたり基本的には同一のパートナーと継続的に交流を行って

いた。 

 

以下にシラバスに記載されている「授業の概要」を示す 4）。 

◦ 地域における乳幼児，子育て中の母親や妊婦，シニア世代の方々と 6週間にわたり

一対一の継続的交流を行い，人生の初期，転換期，晩年期など人生のライフサイク

ルを理解するとともに，地域における医療や保健にも関心を向けること。 

◦ 継続的交流を通じて，相手（パートナー）を観察するだけでなく，自分自身の行動

や感情を観察することで，自分の普段の人間関係を見直し，コミュニケーションの

方法を模索しながら，より良い人間関係の構築の仕方を身につける。 

◦ この実習を通じて，将来医療者として必要となるプロフェッショナリズムの素地を

学ぶ。 

 

この実習では，パートナーとのコミュニケーションや人間関係構築を模索しながら 6 週
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間を積み重ねていく学生の様子がみられた 2）3）。この授業を開始した当初から e-portfolioを

用いており，コミュニケーション実習での活動記録や学びのふりかえり，教員からのフィー

ドバックはすべてWeb上で行っていた。具体的には，学生は授業後に，コミュニケーショ

ン実習での気づきやふりかえりを e-portfolio システムに入力し，そのふりかえりに対して

担当教員がフィードバックをおこなった。そして次回のコミュニケーション実習に向けて，

パートナーとどう関わったいいか，どのような話題がふさわしいかなどを考え，実践すると

いう形態で行ってきた。そのやりとりを 6回の実習で毎回繰り返すことで，「考える力・伝

える力・進める力」5）を促すことが可能となった。またこの授業は，パートナーの選定，実

習施設，実習方法など，毎年ブラッシュアップを行いながら作り上げてきていた。 

 

オンライン授業を導入した地域体験実習 

2020年度は COVID－19が世界的に猛威をふるっていたことで，岐阜大学におけるほぼ

すべての授業で，事態の程度により異なったが対面ではなくオンラインでの授業と変更さ

れた。そのため，この地域体験実習もオンラインを組み入れ実施することを試みた【表 1】。 

先に挙げた「授業の概要」は変更せず，オンライン授業のためにオンライン会議システム

（この授業では Zoom®，以下 Zoom）や，学習のためのプラットフォーム（この授業では

Microsoft Teams®，以下 Teams）を用いることとしハイブリッド形式とした。そのため運

営，内容，評価の方法をいくつか変更し，また場所を問わないオンラインの強みを生かすた

め何名かの学内外専門家に協力を依頼した。学外の専門家として，道信良子先生（札幌医科

大学医療人育成センター）にはフォトボイスについて，宇野哲代先生（ことばの泉 作文研

究室）には文章やレポートの書き方について，授業参加やミニレクチャー等で指導いただい

た。 

なおフォトボイスとは，文化人類学などで行われているフィールドワークの一つの手法

である。地域に出向きそこで暮らす人々やそこでの出来事や風景を見聞きすることでその

地域が持つ特性を知ることから始めるというもので，対象者と近い距離で観察し関わると

いう点で医療におけるアプローチと類似しているということである 6）。この領域の専門家

であり文化人類学者である道信先生に，オンラインで参加していただくこととした。フォト

ボイスは地域体験実習では初めての取り組みであるため，教員への説明もかねて 1 週目の

オリエンテーションの時に学生へ説明をしていただいた。また 8 週目のフォトボイスを用

いた発表会にも参加していただき，コメントをしていただいた。 

 

【表 1】 対面授業とオンライン授業の組み合わせ 

 

対面授業 医学部記念会館 

2階講堂 

1 週目のオリエンテーションのみ，感染予防に留意し

て教室で実施した。 
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オンライン

授業 

Teams 

（非同期型学習） 

実習の概要，授業資料などを提示しておき，いつでも

閲覧できるようにした。 

各領域の課題に対して，個人で調べたことを掲載した

り，グループごとに非同期形式でディスカッションを

したりした。教員からのコメントも入力した。 

Zoom 

（同期型学習） 

2～7 週目の同期型のコミュニケーション実習を行っ

た。 

8週目の同期型の発表会を行った。 

 

オンライン授業の学習内容や課題は，シラバスの「授業の概要」から以下を設定した。 

① 人間の一生について，発達の視点から資料を基に学ぶ（A：標準の発達を学ぶ，B：発達

の多様性を学ぶ，2週分） 

② 岐阜県の地域の特色や，岐阜県の医療・保健システムについてシナリオを基に学ぶ（C：

自己学習，D：グループディスカッション，2週分） 

③ 基本的及び医療者としてのコミュニケーションを，母親とシニア世代の方とそれぞれ体

験する（E：子育て世代，F：シニア世代，2週分） 

④ 将来の医療者となる皆さんに身につけてほしいプロフェッショナリズムの基本を学ぶ

（実習全体を通じて実施，1週目に説明） 

⑤ 最近の社会状況に応じた遠隔授業に関連してデジタルプロフェッショナリズムを学ぶ

（実習全体を通じて実施，1週目に説明） 

⑥ フォトボイスを作成し発表する（実習全体を通じて実施，発表会は 8週目） 

 

医学科の学生 98名を 6つのグループに分け，上記の①～③を週ごとにローテーションで

きるようにスケジュールを組んだ（①発達，②医療，③コミュと記載）。1 週目のオリエン

テーション（対面授業）と，8週目の発表会（オンライン）は全体で行った【表 2】。 

オンラインでの同期型授業は，学生全員が同時に同内容の授業を行うことが難しい。それ

はコミュニケーション実習に参加できる市民の皆さんの数が限られていることと，グルー

プのファシリテーションやパソコン操作などで教員やスタッフの配置が多く必要なため，

学生がグループごとにローテーションできるように組んだ。 

 

【表 2】 地域体験実習のスケジュール 

 

週  班 1G 2G 3G 4G 5G 6G 

1週目 オリエンテーション 

2週目 発達 A 発達 A 発達 A 発達 A コミュ E コミュ F 
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3週目 発達 B 発達 B 発達 B 発達 B コミュ F コミュ E 

4週目 コミュ E コミュ F 医療 C 医療 C 発達 A 発達 A 

5週目 コミュ F コミュ E 医療 D 医療 D 発達 B 発達 B 

 6週目 医療 C 医療 C コミュ E コミュ F 医療 C 医療 C 

7週目 医療 D 医療 D コミュ F コミュ E 医療 D 医療 D 

8週目 まとめの会 

 

この授業で学んでほしい学習内容が複数あり，それらがお互い関連したものとして学ん

でもらうため，【図 1】のような学習のサイクルを意識するように学生に提示した。 

 

【図 1】地域体験実習の学習のサイクル 

 

学習内容や課題の詳細について，以下に記す。 

① 人間の一生について，発達の視点から学ぶ（2週分） 

＜個人ワーク＞ 

「発達」に関するスライド 2 種類を視聴し学習する。スライド内の提示した課題につい

て Teams上に各自学習したことやコメントを入れる。スライドの内容は，正常な発達，個

別性のある発達，多様性のある発達について学ぶ内容となっている。 

交流実習に行く予定だった岐阜大学保育園の動画を保育園に許可を得て作成した。動画 2

本を鑑賞し，乳幼児期や保育園の生活の様子のイメージを膨らませるようにした。 

 

＜グループワーク＞ 
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Teams 上に個別に入れたコメントについて，お互いにコメントし合うように促し，オン

ライン上でもディスカッションできるようにした。 

＜レポート課題＞ 

発達に関して，以下のレポート課題を課した。 

・この課題から理解したこと 

・保護者から自分の幼いころの発達について聞いたことから考えたこと 

・多様性のある発達やライフサイクルをどう理解し医療者としてどう関わるか 

以上を含んだ内容を，1500～2000字程度でワードで作成し，Teamsのレポート提出機能

を用いて提出することとした。 

 

＜評価＞ 

レポート内容に関しては，教員からコメントをフィードバックした。 

また教員からの成績評価として，グループディスカッションやレポート内容などから 15

点満点で採点した。さらに自己評価として，5 点満点で自己採点するようにした（配点 20

点／100点）。 

 

② 岐阜県のこと，岐阜県の医療について学ぶ（2週分） 

＜個人ワーク＞ 

岐阜の医療の現状に関するシナリオを読み，各自で調べるようにした。調べたことを

Teams 上に個別に書き込むように促した。救急領域が専門の牛越医師によってシナリオが

作成され，岐阜県の山地が多い土地柄や，そのような土地で急病人が出たときの対処方法な

どを含んでおり，岐阜県に興味関心が向くような内容となっていた。 

 

＜グループワーク＞ 

Teams上に個別に入れたコメントについて，ディスカッションするよう促した。 

 

＜評価＞ 

教員からの成績評価として，ディスカッションの関与や内容から 15 点満点で採点した

（配点 15点／100点）。 

 

③ 基本的及び医療者としてのコミュニケーションを体験する（2週分） 

＜事前課題（個人ワーク）＞ 

コミュニケーション実習に取り組む前に，「コミュニケーションのコツ」と，「レポートを

深く書くコツ」に関する 2種類の動画を事前に視聴した。 

 

＜事前課題（グループワーク）＞ 
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コミュニケーション実習を行う前に，パートナーにどんな質問をしたいかを Teams上で

意見共有するよう促した。なおパートナーは，子育て世代の母親と，シニア世代の方にお願

いしており，学生は両方の世代の方とコミュニケーション実習を行った（それぞれ 1 週ず

つ，計 2週）。 

 

＜コミュニケーション実習＞ 

当日は，Zoomを利用して行った。パートナー1名に対し，学生数名で小グループを作り，

ブレイクアウトルーム機能を使ってコミュニケーション実習を行った。事前に考え学生間

で共有した質問や，その時の状況で話題を深めるような質問などを投げかけたり，自己の傾

聴態度を意識したりしながら 1 時間程度のコミュニケーションによる交流を試みた。教員

はブレイクアウトルームを適宜移動し実習の様子を観察した。 

 

＜事後課題（レポート作成）＞ 

コミュニケーション実習に関して，以下のレポート課題を課した。 

・パートナーさんはどのような人だったか，まずは見て・聞いてわかることを客観的に記す。 

・やり取りの中で，特に印象に残ったエピソードを１つ選び，具体的にその内容を記す。 

・パートナーさんの生きかたを分析・考察する 

・以上から，パートナーさんの生き方や価値観を自分に引き入れて考える 

・自分のコミュニケーションについて振り返る 

以上を含んだ内容を，1500～2000字程度でワードで作成し，Teamsのレポート提出機能

を用いて提出することとした。 

 

＜評価＞ 

子育て世代の母親と，シニア世代の方へのコミュニケーション実習それぞれについて，レ

ポート課題を課した。レポート内容に関しては，教員からコメントをフィードバックした。 

教員評価として，レポート内容などから 15 点満点で採点した。自己評価として，5 点満

点で自己採点するようにした（配点 40点／100点）。 

 

④ 将来の医療者となる皆さんに身につけてほしいプロフェッショナリズムの基本を学ぶ

（実習全体を通じて，1週目に説明） 

スライドを作成しオリエンテーションの時に説明した。内容は，授業に対してどのような

心構えで参加するのか，また医療者として身につけてほしいプロフェッショナリズムにつ

いて，解説した。このスライドはいつでも各自でふりかえりができるよう，Teams にも掲

載した。 

 

⑤ 最近の社会状況に応じた遠隔授業に関連してデジタルプロフェッショナリズムを学ぶ



オンライン授業による地域体験実習の試み 

53 

 

（実習全体を通じて，1週目に説明） 

スライドを作成し，オリエンテーションの時に説明した。また各自でふりかえりができる

よう，Teams にも掲載した。今回の授業では主にインターネットや，パソコンなどのデバ

イスを用いて実習を行うため，使用方法に関する注意点や，インターネット環境での情報の

共有の方法について確認や注意を行った。次に説明するフォトボイスでは地域で写真撮影

を行う予定であり，人物が写ることもあるためそのような場合の同意の取り方や必要性な

ども説明した。 

 

⑥ フォトボイスを作成し発表する（実習全体を通じて，発表会 8週目） 

フォトボイスは，オンライン授業に伴い追加した項目である。実習期間を通じて作成して

もらうように最終課題とし，8週目に全体で発表会を行った（グループごとにブレイクアウ

トルームを利用し，教員が分かれそれぞれ担当する）。 

 

＜課題内容＞ 

今回の地域体験実習での学びを，以下の条件のもと写真と文章で構成することとした。 

・自分の脚で歩き，自分で写真を撮る（画像検索ではなく） 

・学生自身の想像力，表現力を発揮して，自由に作成する 

・キーワードは，「地域・保健・福祉・医療×住民×岐阜県」である 

・パワーポイントスライド 3～5枚，写真と文字で作成（動画や音声は入れない）する 

・実習パートナーさんの写真やスクリーンショットは撮影しない（屋外で出会った人に撮影

をお願いするときは許可を得ること，公開範囲は医学科 1年生と教員の Teams上のみで一

般公開はしないことを条件とする） 

 

＜評価＞ 

教員からの成績評価として，フォトボイスの内容や発表 20点満点で採点した。自己評価

として，5点満点で自己採点する（配点 25点／100点）。 

 

３．オンライン授業を実施して 

 

オンライン実習をおこなってみて 

担当した教員で，8週目の実習終了後にふりかえりを行った。そこで出た課題を以下にま

とめ，次回へ向けての改善点の案を示す。 

 

課題 改善点の案 

非同期型の学習（発達，岐阜の医療，フォトボイス） 
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・Teams上では活発なディスカッションで

きない 

・2週の学習期間が適切だったのか，その効

果が分かりづらかった 

・教員からディスカッションを促すような

介入をする。もしくはディスカッションを

しない前提での課題にする。 

・全体を見て必要な学習内容に重点的に時

間をとるように配分する。 

同期型の学習（コミュニケーション） 

・6週間の実習と比べると，深まりには限界

があったと感じる，同じパートナーと 2 週

続けて実習ができるとよいのではないか 

・画面上では学生のしぐさや言い回しなど

詳細がわかる。このことを生かしてコミュ

ニケーションスキルを評価するのはどうか 

・一人ずつ発表してもらうことになり，質

疑応答が盛り上がらない（相互で意見交換

するのが難しい） 

・2 週間でも学生にはとてもインパクトが

あったのではないか。少ない週でも組み入

れる。 

・コミュニケーション実習で求める課題は

何かを明確にして学生に提示する。 

 

同期型－非同期型の学習とのリンク 

・同期型で学んだ知識を，コミュニケーシ

ョン実習でうまく生かせていない学生がみ

られた 

・コミュニケーション実習の経験とフォト

ボイスにリンクできている学生がみられた 

・うまくリンクさせられる課題とさせられ

ない課題があり，学生による差もあると考

えられる。学びがリンクさせられるような

設計を考える。 

学習内容や課題の設定 

・実習全体が幅広く，課題の提示の仕方，課

題を具体的に提示してはどうか 

・ディスカッションが盛り上がらなかった

のは 1 年生にはハードルが高い内容であっ

たためたかもしれない 

・実習で体験した事実のみを記載するレポ

ートが多かった（自分の言葉でかけていな

い，深まりがない） 

・フォトボイスの目的には，リソース発見

型，問題解決型がある。課題を提示する際

にどのフォトボイスを目指すかを提示する

とよい 

・フォトボイスの出来栄えに学生間で差が

・課題は，より具体的に設定し，わかりやす

く伝える必要がある。今回の実践から，1年

生にふさわしい学習内容や課題を精査しな

おす。 
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みられた 

・課題の作成条件をきちんと読んでいない

学生がいた 

評価について 

・コミュニケーションやフォトボイスなど

点数化に向いていないが，何を感じたのか，

どう表現したのかが深められる課題や評価

になるといいのではないか 

・（おそらく）何も考えずに自己評価を高く

つける学生がいた（逆の学生が低い） 

・成績をつけるための根拠として点数化し

ていたが，その点数配分が適切かを確認し

ておく 

 

４．今後のオンライン授業にむけて 

 

令和 2 年度は急遽このようなオンライン授業の形態であったが，今後もオンライン授業

の利点を取り入れながら実施していくのがよいと考える。 

ICT を活用した際に従来の教授方略や学習方略にどのような影響を与えたかを評価する

SAMRモデルがあり，強化（Enhancement）のレベルとして『Substitution（代替：機能

的な拡大はなく従来のツールの代用となる），Augmentation（拡大：従来のツールの代用と

なることに加え新たな機能が付加される）』があり，変換（Transformation）のレベルとし

て『Modification（変形：実践の再設計を可能にする），Redefinition（再定義：以前はでき

なかった新しい実践を可能にする）』がある 7）8）。令和 2年度の地域体験実習は，これまで

行ってきた対面での地域体験実習の内容を踏襲し，Teams や Zoom を用いることでこれま

でになかったオンラインの機能が追加され，そのことで外部講師の協力も得られ，新たな課

題のアイデアも得た。そのため，A（Augmentation：拡大）のレベルであったと評価でき

る。来年度以降の授業では，M（ Modification：変形）や R （Redefinition：再定義）の

レベルへの再転換の可能性も視野に入れつつ授業の設計を試みたい。 

さらに，岐阜大学のディプロマ・ポリシーである，「豊かな人間性を支える基盤的能力」

には，考える力（総合的判断力），伝える力（コミュニケーション力），進める力（自律的行

動力）が求められている 5）。今回の授業では，複数の領域から課題を提示し学生個人での学

習，グループでディスカッション，コミュニケーションの体験などから「考える力（総合的

判断力）」を，コミュニケーション実習や Photovoiceから「伝える力（コミュニケーション

力）」を，オンライン授業になったことで自律的に授業を進めることが求められたため「進

める力（自律的行動力）」を培うきっかけとなったのではないかと考えている。今後は，こ

れらの項目において具体的な目標を設定し，さらに効果的な授業になるよう工夫が必要で

ある。 
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【注】 

なお，この論文の概要は，令和 2年度 岐阜大学教育推進・学生支援機構基盤教育センタ

ー第 3 回 FD・SD「Teams や Zoom を遠隔授業でどう活用するか？」で，「人について学

ぶ，人に触れる，岐阜の医療を知る，そして岐阜を感じる：医学科 1年生の地域体験実習，

オンラインでやってみました」と題し報告した（令和 2 年 12 月 21 日オンラインで実施）。 
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